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会 議 の 経 過 

１ 開会 

●事務局 

  定刻となりましたので、ただ今より、平成29年度清須市まち・

ひと・しごと創生総合戦略推進会議を開催いたします。 

私は、本日の進行を担当します清須市企画政策課の藏城です。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、まずお手元の資料の確認をさせていただきます。 

まず１枚目は、次第。つづいて、名簿、配席表。その次に、資

料１「清須市まち・ひと・しごと創生総合戦略のKPIに係る平成28

年度実績及び一部改正（案）」。続いて、資料２「清須市まち・

ひと・しごと創生総合戦略の一部改正（案）新旧対照表」。 

最後に、資料３「地方創生加速化交付金充当事業（清須学推進事 



会 議 の 経 過 

業）に係る効果検証」の計６種類です。 

以上の資料につきまして、不足や乱丁等がありましたら、差替

えさせていただきますので、挙手にてお申し出ください。よろし

いでしょうか。それでは進行を続けさせていただきます。 

それでは次第の「１ 開会」に移らせていただきます。 

開会にあたりまして、事務局を代表いたしまして、企画部長の

葛谷より、ごあいさつを申し上げます。 

 

（あいさつ） 

  あらためまして、皆様おはようございます。清須市企画部長の

葛谷です。 

皆様、本日はお忙しい中「清須市まち・ひと・しごと創生総合

戦略推進会議」にお集まりいただき、誠にありがとうございます。 

本市の地方創生に関する取り組みをまとめた計画である「清須

市まち・ひと・しごと創生総合戦略」につきましては、昨年度の

平成28年度に稼動しました。そこで、この推進会議において、総

合戦略に位置付けた施策の進捗状況について、検証していただく

べく、総合戦略内で設定したKPI項目について、その平成28年度の

実績をご報告させていただきます。 

また、国の地方創生加速化交付金を充当した清須学推進事業に

つきましては、この会議において、平成28年度の事業内容につい

て事後検証を行っていただき、その結果を国へ報告させていただ

こうと思っておりますので、本日はどうぞよろしくお願いします。 

 

●事務局 

ありがとうございました。 

それでは、議題に入る前に、今年度から新たに委員にご就任い

ただいた方を３名ご紹介します。 

まず、お１人目は、行政機関の代表としてご参画いただく、愛

知県教育委員会文化財保護室室長の安井健治様です。安井委員は、

今年度から文化財保護室長にご就任されまして、前任の野村前室

長様に代わって、今年度から当会議へご参画いただきます。 

続いて、お２人目は金融機関の代表といたしまして、中日信用

金庫の新川支店長の江森弘章様です。江森委員には、昨年度まで

ご参画いただいていた中日信用金庫山田理事長様に代わって、今

年度から当会議へご参画いただきます。 

最後になりましたが、労働団体の代表といたしまして、日本労

働組合総連合会愛知県連合会尾張中地域協議会事務局長で豊和工

業労働組合書記長の井水一弘様です。井水委員は、昨年度までご

参画いただいていた尾張中地域協議会副代表で三菱重工労働組合

名古屋冷熱支部副執行委員長をお務めであった平野様に代わっ

て、今年度から当会議へご参画いただきます。 

３名の委員様、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

２ 議題 

●事務局 

  それでは、次第の「２ 議題」に入りたいと思います。 

議事の進行につきましては、お手元の資料に基づき、まずは事務



局から一括して説明をいただいた後、各委員の皆様から順次ご意

見等をいただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

それでは事務局より本日の資料について、ご説明いたします。 

 

 【資料１～３事務局から説明】 

 

●事務局 

  それでは、例年の取り回し同様、全委員様に２巡にわたり、議

題に沿ってご意見をいただこうと思います。 

まず、１巡目として、「資料１」「資料２」でお示しをさせて

いただいたKPIの平成28年度実績及び総合戦略改正について、各委

員からおひとりずつ５分程度を目安にご意見をいただきたいと思

います。 

では、慣例となっておりますが、本日も名簿順にお願いしたい

と思いますので、山本委員からご発言の方をお願いします。 

 

●山本委員 

  山本でございます。よろしくお願いいたします。私は、基本目

標①に絞って質問しようと思っております。また、この後の２つ

目の清須学推進事業と重複する部分もあるのですが、ご容赦いた

だければと思います。 

  まず、私の資料の見方が悪いのかもしれませんが、資料１の１

ページ目と２、３ページ目の部分です。KPIの状況なのですが、基

本目標①で「既に達成済み」が「１」ですとか、Ｃの「達成でき

る見込み」の「２」と書いてあるのですが、２ページ・３ページ

の数字と合致していません。 

例えばページ１のKPIのＣ「達成できる見込み」は、基本目標①

で「２」となっているのですけども、２ページ・３ページを見ま

すと、施策②の清須学講座の受講者数のみがＣなので、数字のず

れが見られるなと思っております。こちら違った書き方なのか、

後で示していただきたいと思います。 

  私の意見としては、清洲城及び貝塚資料館の部分に特化して説

明させていただきます。先月に実施されました清須市行政改革推

進委員会の委員もさせていただいておりまして、そこでも申し上

げたのですが、清洲城の来場者数が減少傾向にあります。28年度

が７万８千人、一昨年度が８万５千人、その前が８万２千人とあ

りまして、どんどんとすごい減少傾向にあるのですけども、どう

いう打ち手を打たれているのかというのが大きくあります。その

中で、コメントにもありました弊社ですとか、安井委員の貝塚資

料館との連携とおっしゃられているのですけども、具体的なとこ

ろが見えていないというのがあります。産業課の方が来られてい

ないので、会議録に残して後で確認していただきたいのですけど、

そもそも清洲城のメインターゲットはどこなのかを確認したいで

す。 

先日、愛知県の安井委員が主催している会議のところでお聞き

したところ、地元の清須市とか名古屋市の西区、それも小学生と

か中学生の学生を中心に呼びたいというお話がありました。 

弊社、キリンビール名古屋工場は、昨年約11万人のお客さんが



来られているのですが、メインターゲットとしては、個人、それ

から20代・30代のファミリー層ということで絞っているのですけ

ども、翻って、清洲城のメインターゲットはどこなのかというの

があります。メインターゲットがなく、どなたにも来てほしいと

いう答えが想像されるのですが、それは経営資源が分散されるの

で一番よくない答えだと思うので、検討はしていただきたいと思

います。 

その上で３者が連携するのであれば、あえてターゲットを外し

てかぶせるのか、それとも同じターゲットにして呼び込むのか、

いろいろ変わってくると思います。 

KPIでは、貝塚資料館と清洲城ということであれば、地元清須市

とあと名古屋市の西区に絞るのか、学生中心にするのか、それと

も清須市は別のターゲットにして連携して、逆に掛け算を狙うの

か、そういった構成が見えないと達成できない見込みというのが

残念ながら実現してしまうのではないかと思ってしまいます。 

あともう１つ施策④の外国人入場者数のKPIに挙げられており

ますが、こちらもターゲットの外国人がどこの国の人なのですか

というのがあります。先月の行革会議の中では、タイとかアメリ

カとかを検討していると産業課長のコメントがあったのを確認で

きているのですが、昨年の資料でいうと日本に来られた外国人の 

27％が中国、22％が韓国、17％が台湾、この３か国で６割を占め

ているのに、なぜタイとかアメリカなのか、よくわからないとい

う部分があります。 

そういう意味では、なぜ達成できないのか、どういう風に考え

ているのか、どう進めていくのかというところが非常に重要なこ

とかなと思っております。 

  この後どうするのかというのは清須学推進事業のKPIにもか

ぶっていますので、そちらの方で説明させていただきます。 

 

●事務局 

  ありがとうございます。山本委員からのご指摘で１ページ目の

総括表と２ページ目以降の具体的な達成見込みの不一致な点、私

の単純な最終的なチェックミスでございました。大変失礼いたし

ました。正しくは、基本目標①につきましては、Ａの既に達成済

み１件、これは正しいです。Ｂの０件これも正しいです。Ｃが間

違っておりまして、「１」になりまして、Ｄが「２」、ＥとＦも

それぞれ、Ｅが「２」、Ｆが「３」となりまして、これで整合性

がとれるということでしたので、大変お恥ずかしいミスで、申し

訳ございませんでした。 

  続いて、清洲城のメインターゲット、今後連携していく上では、

メインターゲットの共有が重要ではないかということで、そもそ

もお城のメインターゲットはどこですかというご質問でございま

した。こちらの方につきましては、産業課の方と指摘を共有させ

ていただこうと思います。また、外国人につきましては、どこを

ターゲットにしているのかというところにつきましても、先の行

革の会議でもタイ・アメリカと産業課長の方からご答弁させてい

ただいているところですが、実勢に即して言えば、アジア圏、中

国・韓国・台湾が主な訪日外国人の層であると、ここをどうやっ



て狙っていくのかという戦略が必要ではというご提言でしたの

で、こちらの方につきましても産業課の方に情報共有させていた

だきたいと思います。 

  昨年度の先行型交付金の検証の中で、説明させていただいた趣

旨は、今でも大きくは変わっていないということは確認しており

まして、欧米系を狙った外国語での情報発信というところは、ア

ジアと欧米系では訪日の目的が違うというトレンドがあるという

前提に沿って、歴史・文化等に関心があるのが欧米系で、食や

ショッピングに関心があるのがアジア圏の傾向であるというとこ

ろに沿って、清洲城はどちらを取り込めばいいか、どちらへの情

報発信が足りないかという観点で、主に欧米系を狙うという趣旨

で、先行型交付金の外国語の対応をしてきたというところであり

ます。 

  では、続きまして、安井委員ご発言をお願いします。 

 

●安井委員 

  昨年出ておりませんので、昨年までの経緯は若干不透明な中で

の発言になりますけれども、ご了承ください。私の立場は、清洲

貝殻山貝塚資料館の所管ということで参加させていただいている

という理解で、話をさせていただきます。そういう意味で、山本

委員の調べたところと重複するところがありますが、ご了承いた

だきたいと思います。 

  まず、文化財ですので、活用と集客を含む観光振興との足し算

が肝心なのだと思っております。先ほど山本委員からご紹介いた

だきました私たちが持っております会議、山本委員や河口課長に

もご出席いただいて、いろいろとご意見をいただいております。

ご意見やご要望をいただいた中で、資料の２ページにございます

ように、資料館に関しては、入場者数は増えております。増えて

いる理由としましては、もともと水・木・金・土と日曜日を開館

していなかったところを日曜日開館に切り替えたものですから、

今、木・金・土・日という開館です。その影響とウオーキングで

すね。ＪＲさんや名鉄さんがやられる。そのコースの中に入れて

いただいて、入館していただいた方が多いというところですね。

そういうところで増えているのですが、この資料を見せていただ

いて、目標が達成できない見込みとあるのですけど、ご承知いた

だいていると思うのですけど、資料館は新施設の整備を進めると

いうことで、昨年度基本設計、今年度実施設計をやっています。 

30年度から32年度にかけて実際には工事をして、再開するのは32

年度秋以降ということになります。31年度の目標値があるのです

けども、31年度は９千人あります資料館は０になりますので、こ

この目標値の設定の仕方はまずいのではないかと考えられます。 

12万人というと、清洲城だけで1.5倍集客しないと達成できないと

いうのは、ここは見直していただいた方がいいのではというとこ

ろです。 

  あと、長期的な目標と短期的な目標ということで分けて考える

必要があろうと思いますが、新資料館開館後につきましては、清

洲城を始めいろいろな施設と連携していきたいと思っておりま

す。歴史ということ、先ほど外国人の欧米系が興味があるとあり



ましたけど、特に日本史の古代から戦国時代といった歴史に関す

る資料ということで、それを連携させようとする学校教育の中へ

入っていくのが大事であろうと思います。人を寄せるということ

は国内、特に地域の中で、根付かせるということ、実際資料館も

全ての清須市内の小学校にお越しいただいております。中学校は

一部ですし、周辺の市町村からもお越しいただいておりますので、

そういったところをもっと重点化して、さらに戦国時代も学ぶと

いうことで、併せて清洲城関連施設も含めて社会見学のコースに

していただくといいのかと思います。あと、高校も新川高校にご

尽力いただいて、総合的な学習の時間に使っていただいておりま

す。そういうところで、小・中・高、合わせて歴史教育というの

をやっていただくといいのかと思います。 

  １点ちょっと気になるのは、清洲城と資料館の間を歩こうとす

ると、ちょっと危ない道があるんですね。そういうところを早急

に直していただくとか、あとは、あちこち見ますと何とかの碑と

いうのがあるんですけど、歴史に関わるいろいろな方が出ている

ので、誰々生誕の地とか説明パネルを付けながら、ついでに朝日

遺跡の重要な物が出たところにもパネル化していただいて、他の

市町でやっているのですけども、観光ルートですとか歴史の街、

歴史のルートというようなコースを作っていただいて宣伝するの

も、１つかなと思っております。そうするとＪＲや名鉄もウオー

クを開催しやすくなるのかなという気がしますので、活性化され

ると思います。 

  あと、山本委員がターゲットとおっしゃった中で、我々もキリ

ンビールさんと連携をということでやっているのですけども、確

かに一部大人で歴史に興味がある方は連携できるのですけども、

子どもは連携が難しい。社会見学で行っていただいて、ジュース

だけもらっていただくという選択肢もありますけど、ファミリー

層であれば両方行けるかなと思います。 

  この間、塩尻市にある遺跡に行ってきたんです。結構県外ナン

バーが多いんです。横浜とか埼玉辺りから結構来ていたんで、宣

伝の仕方によっては、外からも来てもらえるかもしれない。朝日

遺跡も頑張ってみたいと思います。以上です。 

 

●事務局 

 ありがとうございました。続きまして、北山委員お願いいたしま

す。 

 

●北山委員 

  新川高校の北山です。もう既に、山本委員も安井委員も基本目

標①に絞ってお話をされたので、あまりいうことが無いのですけ

ども、そもそもこの会議に私が地元の高校の代表ということで、

出させていただいた私の想いというのは、今、清須市内から進学

してくる生徒は全体の20％弱なんですけども、40％ぐらいが名古

屋市、すぐそこが西区ですので便利ということもあるのですけど、

自分が高校３年間過ごした学校がどういう歴史や文化があり、地

域の人たちとつながりを持てるかという、それを持って卒業させ

たいというのが始まりで、貝殻山貝塚資料館で勉強しよう。でも



そこに行くなら当然清洲城も行こうという風に広がっていったの

がスタートなのですけれども、これで３年目になります。 

高校ですので、ある程度生徒たちに、学習する内容も、自分た

ちで質問を作り、テーマを絞り、調べてということで追及してい

けるんですけども、小中学生の人たちに勉強してもらおうと思う

と、清洲城でイベントもされているんですけども、相当マニアッ

クな興味がないと、パパパと見て終わってしまうんじゃないかと。

私なんかは大河ドラマの変遷の織田信長を誰がやったかというと

ころだけでも30分間ぐらいじっとしていれるんですけども、小中

学生の子たちが勉強するためにはある程度、学校の教員も頑張ら

なければいけないところで、いろいろお膳立てをしてあげて、体

験できるような何か取組が必要なんじゃないかなと思います。小

中学校の子たちがかなりそういった経験をしているなら、余計に

高校は高校らしい学術的なところへ進めていかなければいけない

と思っているところです。 

  それから、安井委員が清洲と貝殻山の方の交通のことを言われ

たのですが、高校はもちろん自転車を使いますので、雨の日はど

うしても歩くのですけど、自転車で移動するというのは、すごく

時間が短縮できるのですごく便利なんですけど、小中学校はそれ

はできませんので、そのあたりのところも工夫が必要かなと思っ

ています。 

  あと、キリンビールさんとの連携ということは言われているの

ですけど、私の高校の中ではキリンビールへは入っていないんで

すが、後で清須学講座出てきますけど、残念ながら私昨年清須学

講座受けて、最後のキリンビールだけが学校行事で行けなかった

んですけど、テキストで読みまして、なぜあそこにキリンビール

があるのかというのに、私はものすごく感動したので、そういう

こともキャリア教育のひとつとして高校生には、伝えていきたい

なと思っていますので、何か工夫はできるかなと考えています。 

  あともうひとつ意見ではないんですが、一番自分が考えている

のは、今日の天候もそうですけど、防災のことをすごく心配して

おりまして、やっと昨年から清須の防災訓練、今年も９月２日の

土曜日に高校生30名ぐらい参加することができるようにしていた

だいたんですけど、今年もそうなんですが継続して、高校生の力

というのが地域に使っていただけるように、被災地では高校生に

勇気づけられたというのをよく聞きますので、そういうことでも

う少しお役にたてたらいいなと考えております。以上です。 

 

●事務局 

  どうもありがとうございました。 

  続きまして、舟橋委員お願いいたします。 

 

●舟橋委員 

  愛知医療学院短期大学舟橋です。よろしくお願いします。基本

目標①に関してのご意見が多かったので、全般的に意見を述べた

いと思いますが、とは言いながら、やはり①がどうしても集中す

るんですけど。 

  実は、今回の会議の準備のためにと思いまして、先週の土曜日



に貝殻山の資料館に行ってきました。行ったことがないのにいろ

いろ言えるはずないと思って訪ねました。土曜日に資料館に行っ

て、それから清洲城も行ってまいりました。そこでの印象を述べ

させていただきますが、最初、清洲城に行きました。清洲城に行っ

たらまず、いつものように下の駐車場に入れて、歩いて上まで上

がって、門を入ったんですが、甲冑の侍が２人ほどいました。暑

い中、夏もこれをやるのかなと思ったんですが、最初は目を引く

かもしれませんけども、今や時代遅れですよね、ある意味。言い

方が悪いですけど。ちょっとネガティブな意見がたくさん出るか

もしれませんがご容赦ください。 

  まず、お城の庭というか砂をひいて盛り上げたりしてまして、

そこへ入っていくんですよ。子どもたちが平気で。あれは入って

いいところなんですかね。当然入らないのが普通だと思うんです

けど。砂が張ってあるところに「進入禁止」の札も何もないんで。

子どもが入っていっても、親は平気な顔をして見ている。そうい

うことがあって、せっかく箒で掃いて、盛り上げて作ったと思う

んですが、せっかくなのでと思いました。それから、入場料を払っ

て上がっていくのは今回はやめました。左の方へ折れていって休

憩所みたいなところがありまして、甲冑を試しに着るようなこと

をやっていました。子どもが嬉しそうな顔をしてやっていました

けれども、ただ時期が時期なのであまり大勢はいない。それから、

モニターが２つありました。モニターが２つあって、１つはタッ

チパネルで触ると、いろんなことをやってくれるというはなしが

書いてあったんですけど、いくら触っても何も言ってくれない。

右側の常時流れているというはずのモニターは完全に消えてい

て、何も動いていない。ちょうど係の人が通ったので、聞いたら

「いつもは流しっぱなしなのに今日は休みなのですかね」と。

「こっちのタッチパネルの方は、触っても全然動かないんですけ

ど」と言ったら、おかしいですねで終わりでした。ということで、

入っていた人数はおよそ20人ぐらいですかね。そんな感じでした。 

  その後、貝殻山の方の資料館に行ってきました。まず入るとき

にどこが駐車場なのかが分からなくて、開館中と下に置いてあっ

たところを見て入りました。駐車場というか車を置けるスペース

があったんですけど、踏み石でステップで貝殻山の方へ向かうと

ころに止めたんですが、非常に深閑としておりまして、非常に静

かで、時間が止まったような印象を受けました。年寄りには非常

にいい場所ですね。穏やかな時間が過ごせましたが、私以外１人

もおりませんでした。 

  先ほど聞いて、今設計中ということですが、新しくなるという

ことですので、また新しくなれば変わるかなと思ったのですが。

汚いプラスチックのベンチがずらっと並んでいて、座ろうという

気はしませんですね。そういうこともあって、綺麗にされるとい

うことですから、いいとは思うんですが。 

  日曜日を開館することにしたということで人数が増えたのです

が、休みが多いので、無理ならしかたがないと思うんですが、知

らずに来た人は、月・火・水が休みだとちょっとがっかりします

という印象を受けました。ただ、私１人で中を見られたので、よ

りゆったりして出てタバコを一服吸って、豊かな１日だったなと



思うんですけど。これ皮肉で言っているんではなくて、年寄りに

は非常にいい１日が過ごせました。 

  ２箇所に行ってそういう印象を持ったということですので、清

洲城に関しては、やはり工夫というか企画というか、テレビのド

ラマでもそうですけど、脚本次第で面白くなるという風だと思う

んです。せっかくあんなに立派なお城があって、たったの年間10

万人も迎えれないというのでは本当に寂しいと思います。 

  前から言ってますけど、あそこで上がって行って、夏なんか自

動販売機で買えばいいんですけど、案内所のところにテナント入

らないですかね。喫茶店かレストランか。そんなところ１軒もな

いと思うんですけど。考えられないですね。だから、城を見たら

帰りなさいと言っているだけですよ。何回も、この場でも意見言

いましたけど、テナント募集もやっているような様子もないです

し、店があるべきだと思います。そうすれば滞在時間も増えると

思いますし、子どもを連れてくる人はやっぱり、お金も落として

くれると思うんですけど、私は理解できないところがあります。

すみません。ちょっときついことを言いましたけど、私が本当に

つくづく感じた印象です。 

  それから、話が①からズレまして、基本目標③の官学連携によ

る介護予防・健康づくりの推進のところで、私どもの短大で、清

須市民げんき大学の企画をさせてもらって、最初20人が定員でし

たが、50人以上の申し込みがあって、30人に増やしてもらったと

いうのが現状です。もう既にやっておりますが、いろんな体操に

ついて、午前中は座学で、午後は全て体操学を実地で訓練する。

そして卒業した人は、今度は指導者になってもらうという目標に

して、講義を続けています。 

  何とか好評に思ってもらえるように、頑張ってみんなでやって

います。 

  話は変わりまして、市街地整備等の推進ということで、ＪＲ清

洲駅前のところから、広い道路ができるという話をお聞きしたこ

とがあります。35年、36年にできあがるということでしょうか。

実はそこの委員になっている人たちにも聞いたのですが、中々土

地柄難しいと。うちの短大の横に道路が２、３本できたら、家が

めちゃくちゃたくさん建ったんですよね新しい家が。若い人たち

ばかり来るんです。信じられないんですけど、道路が２本できた

ら、この１年で30軒ぐらい家が建ったんですよ。道路を整備すれ

ば絶対街は栄えるという私の昔からの信念で。道路が整備されて

いない典型的な街だと思うですねここは。何としても道路整備を

早くしていくべきだと思います。そうすれば、ほっといても街は

開けると思います。そうすると若者の人口は増える。高齢者の人

口比率は減る。そして子どもも増える。それから税金も増える。

いいスパイラルに入っていくと私は思いました。 

  あと、申し訳ないですが、あしがるバスですが、乗ろうという

気になるように何とかコースを考えたりとか、何か工夫をしない

とただ走っていますよという感じなので。誰か言っていましたけ

ど、ものすごいスピードで走っていく。乗る人が少ないからスピー

ドを上げて走っているのかなと。 

  やっぱり何か魅力を作らないと、そこに付加価値を付けないと、



あしがるバスをせっかくやっていても。もうひと頑張り。5.6人と

いうのは、ちょっとレベルが問題だという印象を持ちました。話

が長くなりました。 

 

●事務局 

  どうもありがとうございました。続きまして、江森委員よろし

くお願いいたします。 

 

●江森委員 

  中日信用金庫の新川支店長の江森です。よろしくお願いします。 

  私も基本目標①方に重点を置いて、述べさしていただきます。

私は意見というよりも、お客さんの方に訪問していますので、そ

の中で、清須についていろいろと語られる方が非常に多いという

ことで、その方の意見を集約する形で述べさせていただきたいと

思います。 

  清須については、私も分からないところがありましたので、昨

年の夏に清須市内に４店舗支店があるのですけども、支店長や職

員達で、ボランティアの方にご支援をいただきまして清洲城を中

心に散策しておりましたけども、先ほどいろいろ清洲城について

クレーム等ありますけども、建物自体はすごく立派で、ゆっくり

１人でも行きたいなと思っているところであります。 

  入場者数が少ないということですけども、地元の方が言うこと

ですね、建物に固執してるんじゃないかとよく聞きます。やはり、

売りにするのは信長じゃないのかなと、皆さん言います。先日も

地元のタクシー会社の方からも話を聞いたんですけれども、信長

をテーマにして、清須を中心に観光をして欲しいという方がみえ

ます。信長という名前はすぐ食いつく。清洲城では、ちょっとぼ

やっとするところがあるんですけど、信長という名前は全国的に

も知名度№１で、日本人なら知らない人はいないということで、

そういったところで、食いつきが違うのだなと思いました。 

  名古屋の円頓寺に民泊施設があるそうなんですけど、そこで外

国人の観光客を連れて歩く信長ツアーというのをやっているそう

なんですけど、そこでは清洲城や岐阜城、万松寺なんか信長ゆか

りのある地を回っているツアーだそうです。ということで、やっ

ぱり確かに清洲城も知名度はあるんでしょうけども、信長を前面

に出すことで、名古屋に限らず、全国・世界から集客できるんじゃ

ないかと考え、皆さんおっしゃっておりました。 

  市内の駅を起点としたウオーキング・自転車・あしがるバスだ

けで回るのではなく、もっと他地域をまきこんで、先ほど山本委

員がおっしゃっておられたターゲットを何にするのかというとこ

ろで、信長をメインにして岐阜城・小牧山城・桶狭間・万松寺と

いった信長ゆかりの地をタクシーなんかを使って、他地域とタイ

アップして回ると。清須だけで考えるんじゃなくて、他地域を含

めた観光というのも大事じゃないかと思います。 

  私は多治見に住んでいるんですけども、清須に働きに来ていて、

清須がうらやましいと思ったのが、こういったお城とか資料館だ

けじゃなくて、山車というのがあるのがうらやましい。私も毎年

山車の方、西枇杷島まつりを見に行かさせていただいているんで



すけど、２日間だけしか見られない。前日宵祭りみたいなことを

やってるんですけど、そこで終わって倉庫にしまうんじゃなくて、

前に清洲城の方へ並んだというのを聞きましたけども、清洲城の

方に常設の施設を展示していただいて、そこに全部置かなくても

いいんでしょうけども、１つ、２つ置いて、期間に交代で、順次

展示していくという形にすればいいんじゃないかなと、たくさん

の方が言っておられました。 

  そして清須学ですけども、これ私全然存じ上げておりませんで、

今年募集が終わった後に気づいたものですから、応募していない

んですけども、ぜひこちらの方も受講したいと思っております。

お客さんの中にはマイスターを取られた方もみえまして、その方

に聞くと、自慢してみえるんです。やっぱりそういった地元の誇

りということで自慢してみえる方も多い、もっともっとこれが発

展して。でも、どうしても固定しちゃうというのがあるので、レ

ベルを変えて基礎編とかあると思いますけど、いろんな方が参加

できるようなで形でやっていただければと思います。以上でござ

います。 

 

●事務局 

  どうもありがとうございました。続きまして井水委員お願いい

たします。 

 

●井水委員 

  私、豊和工業労働組合で書記長をやっております井水でござい

ます。よろしくお願いします。 

  今回初めて参加ということで、お恥ずかしい話、前任者から話

をよく聞いてなかったものですから、内容的にはいまいち掴んで

いないところがあるんですが、この内容に沿ってちょっと話をさ

せていただきますと、まず、清洲城と貝殻山貝塚ですが、昨年秋

ですかね、ウオーキングを確か清須市さんが主催されて、やられ

たということで、私どもの会社からも約40名少々参加させていた

だきました。先ほどの話の中で出てきたんですが、参加者の中に

子どもさんも割とみえたんで、ちょうど雨が降っていたんですが、

ルートなんですがちょっと危険なところが多いというところ。設

定された道があの道だったので、あのルートしかないかなと思う

んですけど。ちょうどお城から貝塚に向かうところの道路が通る

のも狭くて危ないということで、あとは堤防沿いに春日の五条川

なんですけど、ルートの方も検討するとか道路整備にも気を使っ

ていただくとか、いいんではないかと考えます。 

  観光を誘致するという話の流れにも沿ってくるところではある

かなと思うところですけど、道路の整備、そのあたりもきちんと

していただけるということが市民のためにもなると。要望ですね。 

  あと、観光の点でいけば、今の外に発信するアピール、その辺

のところなんですが、あまりよく見えないという感じを受けるん

です。会社に勤務されている方々の話を聞いてみても、あまりピ

ンとこないという声を聞くので、もうちょっとアピールの方法と

いうのも外に向けて考えていただくと、変わってくるところもあ

ると考えます。 



  そしてですね、子育ての関係のところですが、ここに記載され

ていることは在住の方のことがメインということであると思うん

です。会社に勤めていればどうしても、子どもが生まれれば預け

るということが出てくるんですけど、在勤の方に対しても、子ど

もを預かるということとか、考える余地とか制度はあるんですか。

勉強不足でいけないんですけど。あるのか、これから作っていく

のかというのをお聞きしたいと思いまして。実際子どもが生まれ

て、地元で子どもを預ける場がなかなか見あたらなくて、自分が

住んでいるところ以外で、会社に来る途中でも預けるところを探

してでも来る方がみえるものですから、もしそういうことが考え

るんであれば、会社が存在している市町で受け入れるのを検討で

きれば、育児の面でも発展性があると思います。 

  あとはですね。防災の関係ですが、会社の中でも防災訓練をやっ

てますが、清須市さんと企業がタイアップして訓練をやることは、

考える余地というのはあるんですよね。一応、災害が起これば、

この市の中には大きな会社もあるので、その辺との連携も必要と

なってくる部分も出てくるのではないかということも思うので、

考える余地があれば考えていただきたいと思います。 

  つい先だって、尾張中地協の方で防災に関するタウンミーティ

ングを開催して、こちらからも１人出られて、パネリストをやっ

ていただいたんですけど、地協としてもそういうことは開いてお

りますので、市としても企業に対する何か検討していただければ

と思っております。よろしくお願いします。 

 

●事務局 

  どうもありがとうございました。いろいろなご意見頂戴いたし

ましてありがとうございます。なお、この総合戦略の改正案、本

日お示しさせていただいておる案につきましては、今各委員から

頂戴しましたご意見と数値のご指摘をいただいた点も含めまし

て、今後、本市の幹部で構成しております本部会の方に諮らさせ

ていただく流れになります。その際に今頂戴したご意見も踏まえ

て、改正案の方を直させていただくところは直しまして、本部会

開催後に、各委員には改正案をお知らせさせていただきたいと思

います。 

  それでは、続きまして、２巡目になりますが、「資料３」でご

説明をさせていただきました加速化交付金充当事業の効果検証に

ついて、お一人５分以内を目安にご意見をいただきたいと思いま

す。 

  なお、こちらにつきましては、国の地方創生加速化交付金を充

当した事業については、外部委員組織で事後検証を行う必要があ

ることから、当会議におきまして、その検証を行うという趣旨で

ご意見をいただきたいと思います。 

また、いただいたご意見の概要は国から示される書式にした

がって、８月中に国へ報告させていただく予定ですので、また、

山本委員からご意見をお願いします。 

 

●山本委員 

  山本でございます。ほぼ、先ほどの続きになるんですけども、



安井委員からお話がありましたが、平成31年に12万人を目指すと

いうことですが、資料館が休館しているというところです。前年

にデスティネーションキャンペーンが愛知県で行われますので、

その反動も出てきます。ですので、12万人から資料館が休館して

いる分を引くということはできると思うんですが、デスティネー

ションの反動に対して、どのような対策を打つのかということが

重要になってきますので、そちらの方もご検討お願いします。 

  次がですね、連携の部分なんですけども、行革会議でも愛知県

の会議でも出たんですが、交通手段の問題があります。舟橋委員

の方からも出たように、あしがるバスの有効利用というのもある

のですが、いわゆるお金をもらうバスに関して、ルートを変えた

りいろいろやるのが、すごく大変だと伺っておりますので、それ

であれば、イベントの時だけでもマイクロバスを使ったらいいん

ではないかという風に思います。 

  なぜ思ったかといいますと、私今年の６月、７月に北名古屋市

さんで講座をさせていただきまして、その時にお話していると、

北名古屋市さんはマイクロバスを持っているので、そういった市

民講座を開いたりイベントをやる時は、そういうバスを使ってい

るという話がありました。こういうのであれば、小学生全クラス

とまではいかないですけど、１クラスずつ例えば日を変えて招く

ということも可能だと思いましたし、お金を取らなければ特にめ

んどくさい申請とかいらないので、そういうのはあるのかなとい

う風に思っております。同じような規模感の北名古屋市でできて

いるので、清須市でできないというのは何の問題か分からないで

すが、やろうと思えばできるんじゃないかなと思っております。 

  あともう１つこれは話がそれるんですが、北名古屋市さんで講

義をするときに、ビールの話なのでビールの試飲を交えて話をさ

せていただいたんですね。実は清須市さんの講座で飲酒を伴う場

合、ちょっとやめて欲しいですとか、清須市の図書館さんでやっ

た時は、わざわざ屋外まで出て、また講義をするために中へ戻っ

たりですとか、清須学講座も最後工場見学が付いているんですが、

工場見学は講座ですが、試飲は任意ですという言葉遊びみたいな

ことをされています。確かに飲み会をやるというのは問題だと思

いますが、テイスティングまで排除するという、北名古屋市さん

は全然問題ないと言って、なぜ清須市さんは問題なのかというこ

とを確認したいなと思っております。 

  あと、最後に３つ目ですが、先ほど井水委員の方からもありま

したが、アプローチが弱い、見えないというお話がありましたが、

私どもそうだと思っております。再三ご指摘ありますが、何かイ

ベント行う際には必ずリリースを作ってやるということが重要で

す。 

  先月ですが、清須市立図書館さんに「日本一ビールに詳しくな

るための図書コーナー」を作りまして、こちらは産官あと近くの、

北名古屋市の名古屋芸術大学の先生あるいは学生に作ってもらい

ましたので、産官学の連携だという風な形でいったところ、かな

り多くのマスコミが来ていただいて、テレビ含めてすごく報道さ

れました。さらに言いますと、共同通信社とか時事通信の記者も

来ていただいて記事化していただいたので、本当に全国津々浦々



の地方紙に載りまして、河北新報にも載ったので、仙台工場の人

間から連絡が来たりですとか、弊社の工場長の自宅が仙台にある

ので、河北新報に載った工場長を見て奥さんから連絡があったり

とか、そういう波及効果が出ていると思います。 

  さらに、たまたま今日の毎日新聞を見てると、４面に夏休みの

自由研究という記事が出たんですけど、その中で弊社が10工場で

小学校の夏休みの宿題の自由研究に対するイベントをやりますと

いうのが記事になってます。その中で記事を読みますと、キリン

ビールとキリンビバレッジが８月末まで愛知県清須市や横浜市な

ど全国10工場でということで、清須市さんの名前が先に出ている

んですね。これは工場で対応しているわけではないので、どういっ

た経緯なのか確認できていませんが、こういう活動を続けていく

ことによって、清須というブランドが外に出て、清須というブラ

ンドが出ているんだと市民が見ることによって、さらに本来の目

的であるシビックプライドに返ってくるんじゃないかなと思って

おります。 

  そういった意味では、清洲城と資料館との連携ということなん

ですが、連携して何かイベントを打つ時は、ぜひとも共同のリリー

スを３者で打って、県と市とあと民間の連携というのは、調べて

いただいてマスコミは「初」とか「最大」とかそういうのが好き

なので、県と市と民間との連携が初めてなのであれば、初めての

とリリースすると集まってくるのかなという風に思っておりま

す。以上でございます。 

 

●事務局 

  ありがとうございました。では、続きまして、安井委員よろし

くお願いします。 

 

●安井委員 

  失礼します。先ほどちょっと言い忘れたことがありまして、防

災の関係なんですが、消防団員の状況ですけれども、女性は入れ

てみえるんですか。女性が入っているところも結構あちこちあり

ますので、女性も入るといいのかなと思います。検討いただける

といいと思います。 

  今の報告の関係のことですが、清須学の講座とマイスターの件

でございます。うちの職員も講師に使っていただきまして、朝日

遺跡や資料館のＰＲをさせていただき、感謝しております。あり

がとうございます。 

  資料２でですね、課題のひとつとして、マイスターの活用方法

が挙げられているんですけども、認定された方々を今後どのよう

に活用されるのかご予定はあるのでしょうか。今資料館では色々

と何かやる際にはサポートの方や公開ボランティアの方に大変お

世話になっておりまして、特に職員だけでは対応しきれない部分

をお手伝いいただかないと、イベントができない状態になってお

ります。 

  シビックプライドの醸成ということがあるんですけども、地域

に根差した人づくりとかまちづくりに繋がると思いますが、将来

的に観光振興を図って、それが功を奏して観光客が増えた際には、



おもてなしを担当する人が必要になってくると思いますので、

せっかくマイスターに認定されたらそういう方を活用できるある

いは、受験される時に今後どういう風にしていかれるのかという

ことを気にして、それを伝える方法で活用に結びつけられるとい

いのかなと思います。 

 

●事務局 

  ありがとうございます。今、安井委員からお話のあった２点に

ついて、お答えさせていただきますと、まず消防団のお話ですが、

条例上女性の入団を排除しているものではありませんが、現状と

して、女性の団員がいるかというと、今はいないというところで

ございます。 

  また、マイスターの認定された方の活用方針というとおかしい

ですが、そういった方々におもてなしの担当として入っていただ

くような仕組みづくりにつきましては、確かにそこが課題である

と思っております。 

  現状、講座の中でそういったボランティア活動の団体がある、

その方々がＰＲ活動する場があるですとか、直近28年度末に行っ

た認定のお知らせの中に、観光協会の事務局長でもある産業課長

の団体への入会斡旋のお手紙を添える形で、団体への入会に向け

たチラシですとか申込用紙をご案内させていただくとかいうこと

は機会をとらえてやらせていただいております。 

以上でございます。 

  では、続きまして、北山委員よろしくお願いします。 

 

●北山委員 

  清須学講座、昨年６分の５出席しまして、一応修了証をいただ

きました。でも、検定は受けておりません。今年も８に増えまし

たので、昨年と違う部分もテーマが増えておりますので、そういっ

たところに行きたいと思いまして申込みまして、まだ２つしか出

れていないですけれども、私はっきり言ってリピーターですけど、

どのくらい去年受けた人がまた今年みえるのか分かりませんが、

固定化されていくんじゃないかなという、ちょっとそういう感じ

を受けていたので、先ほども江森委員が言われたように、継続す

るためにはやっぱり工夫が必要だろうなという。 

内容もかなり難しいですね。マイスターを養成するというのが

ありますので、高校生でもよっぽど好きな子じゃないと付いてい

けないかなというぐらい専門的な話もありますので、少し先ほど

基礎編といわれたんですけども、講座の工夫というのが必要なの

かなと、受けながら感じていました。 

  ただ、昨年テキストを作ってくださったので、学校の総合的な

学習の時間、クラスにいただくことができましたので、生徒の学

習には、本当にありがたいなと思っております。以上です。 

 

●事務局 

  ありがとうございます。続きまして、舟橋委員よろしくお願い

します。 

 



●舟橋委員 

  残念ながら私は、なかなか都合がつかなくて、清須学講座受講

しておりません。 

  資料を読んで感じたことですが、検定合格者が受験者が34名で

合格者が９名であったと。あと推薦が15名と。この推薦というの

はどういうことか後でお聞きしたいのですけど。 

  受験合格者よりも推薦合格者の方が多いというのはちょっと違

和感を覚えました。普通パッと見ると人数増やしているだけじゃ

ないかと言われてしまうので。逆ならいいんですけど、ちょっと

人数の内訳が違和感を覚えました。 

  それからやはりリピーターが６割弱ということだと、非常に限

られた人のプライドを増強するということになってしまうおそれ

がある。新規開拓するということをもう少し心掛けないと、同じ

人ばかり来て、その人だけプライドを持っちゃって、力んじゃう

ということでは困ると思うんで。 

  一方で、プライドだけを持ってもダメで、その人たちはやはり

清須市の観光などに役立ってもらい、先ほどからいろいろ意見が

出ていますけど、ボランティアというのが一番関わりやすいんで

すが、その人たちの活用方法というのはやっぱり、工夫していろ

んなところで活躍してもらわないと、プライドは醸成しないと思

うんですね。取ったというだけではいけないと思うんです。ぜひ

そういう風にお願いしたいと思います。 

  貝殻山の資料館ですが、こちらは弥生式の土器がいっぱい、私

は少ない夏休みを取ると、蓼科の方へ行きます。あちらに縄文式

の土器の立派な資料館があります。去年、行ってきましたけど、

立派ですね。ですので、資料館に入りたくなりますね。というこ

とがあるんで、そういう他のところともいろいろ、安井委員が中

心になって工夫されているとは思うんですけども、行きたくなる

ように、そして途中で、古墳の案内が道路にも大きな標識がいっ

ぱいあります。地図がなくても行けました。そういうことが必要

じゃないかと。 

  先ほども言いました清洲城のモニターが全然作動していないと

いうことはWi-Fiなどいろいろやっても、魅力を発信していないと

いうことなんですよね。モニターが全然動いていないと。それで

は、アピールしているとは言えないと思うんです。 

  やはり、ＰＤＣＡサイクルを回すと後ろにありますが、ＰＤを

やって、チェックして、やっぱり検証したら、その検証後のアク

ションが必要だと思うんですね。だから、検証したら、まとめた

必要な部分だけをピックアップしてアクションを起こさないとい

けないという風に思いました。 

 

●事務局 

  どうもありがとうございました。 

  すみません。舟橋委員のお話にありました推薦者のマイスター

の合格者のお話であります。まず、推薦の制度がなぜできたかと

簡潔にご説明すると、検定試験を通らなくても既に、シビックプ

ライドを十分発揮して活動している個人や団体は当然あるだろう

ということで、この清須学での推進会議の中でも、ご議論いただ



いたところではありますが、既に活動している団体の方、個人の

方をちゃんと拾い上げて、そこでマイスターの認定をするという

一定の基準を超えた方については、そこを審議の対象としていい

んではないかという視点で、講座から検定を受けた方とは別ルー

トの既存の活動をきちっと取り上げていくという仕組みがいると

いう観点で、清須学推進会議の方での委員の推薦をもって、この

会議の中で審議をした上で、了承を得られれば認定をしていくと

いう仕組みを設けたところが、まず推薦制度ができた趣旨です。 

  初年度の内訳が、結果として検定の合格者よりも推薦者の方で

通った方の方が多かったというのは１つの事実でございますの

で、違和感というところにつきましては、こういった事実で説明

するしかないというところですが、初年度につきましては、ある

程度推薦の対象となるであろう団体のところはお話をした後です

ので、今後、推薦枠の中で、どれだけ出てくるかというところは

まだ全く分からないところですが、おそらくこのトレンドは今年

度以降、通常の検定の合格者の方が多くなるのではないかなと、

生涯学習課の現在やっている担当レベルでは思っているところで

はございます。 

検定試験が難しかったというご意見なんかも聞いておりますの

で、この難易度の設定、委員からもご指摘いただきましたように、

何級という設定を改めてしてやっていくのがいいかどうかという

ところは、今後清須学の方の推進会議でご議論の上、認定の仕組

みというのは、再度検討していく必要があるのかなと。そこは所

管課の方も課題は認識しているところでございます。 

 

●舟橋委員 

  名前とか団体を公表するというのはやっているのですか。 

 

●事務局 

  認定者の方を広報紙なんかで公表するということは、いたして

おりません。認定するための会議につきまして、この清須学の会

議は年間４回やったわけですけども、年度末の４回目の会議で認

定をさせていただいたんですが、１つのリスクとして、取り上げ

た方をある特定の意見の方で、落ちてしまったという可能性とし

てはありうるところで、会議は個人を特定するという個人情報を

取り扱うという観点で非公開とさせていただいたので、この回の

審議は非公開でやらさせていただいて、清須学推進会議の中でご

議論いただいたというところであります。 

 

●舟橋委員 

  個人の受験者の中で合格した人の名前は別だと思うんで、ただ

推薦で、団体とか推薦した場合は、被推薦者の同意を得ますよね、

たぶん。だからそちらは載せてもよさそうな気がしたので。ちょっ

と意見だけです。 

 

●事務局 

  ありがとうございました。続きまして、江森委員よろしくお願

いします。 



●江森委員 

  いろいろとご意見もあると思いますけど、始まったばかりであ

ると思いますので、いろいろな課題を克服しながら、１歩１歩進

めればいいんじゃないかなというのが私の正直な意見でございま

す。やはり拙いところはいっぱいあると思いますので、それを１

つずつ解決するというのが第１だと思います。その辺を皆さんご

理解いただいていると思いますので、そういった形でこれから発

展してもっともっと清須が大きな街になっていただきたいなとい

う風に思っています。 

  今の時間は効果の検証ということなんですけど、私個人的に市

事業としてマラソン大会を主催できないのかなと思っておりま

す。私自身年間で４、５回ぐらいフルマラソンを走っておりまし

て、北名古屋市の大会にも去年参加させていただきました。ただ、

こうした大会が清須にないというのは非常に残念に思っていま

す。コースとしては川沿いの、３本川がありますので、景観とし

ても清洲城やそういったところを通りながら、走るというのは非

常にかっこよいＰＲになるのかなと思っていますので、フルマラ

ソンをここでやってくださいとは言いませんので、５キロ、10キ

ロで構わないと思うので、せっかくこの河川敷がありますので、

交通規制も最小限に抑えられると思いますので、そういった企画

もでてくればなと期待してご意見とさせていただきます。 

 

●事務局 

  ありがとうございました。続きまして、井水委員お願いします。 

 

●井水委員 

  ちょっと重複することばかりになってしまうかもしれないです

けど、個人で受けられている方は好きでというか趣味でという方

が多いんじゃないかなという風に思うんですけど、先々ですね、

観光とかイベントとかで参加していただくことを視野に入れてい

るのであれば、そういった方向でのという線引きも必要なんじゃ

ないでしょうか。 

個人で受けられた方に協力を求めてもなかなか私やりますとい

う方は少ないんじゃないかなと。個人で趣味的に受けられる方、

また、あとはボランティアで活躍したくて受けられるという方の

線引きといいますか方向性を示しながらのマイスター制度も必要

になってくるんじゃないかなという風に思っております。 

以上です。 

 

●事務局 

  各委員から貴重なご意見を頂戴いただきましてありがとうござ

います。では、本日議事は、これで終了ということになります。

先ほどもお話させていただきましたように、総合戦略の改定につ

きましては、本部会に諮らせていただきまして、改正させていた

だきたいと思います。 

  ２点目の交付金事業に対する検証につきましても、いろいろな

ご意見を頂戴いたしましたので、その意見を取りまとめさせてい

ただきまして、国の方に検証の方を報告させていただきたいと思



います。 

  総合戦略に基づく施策を着実に推進し、成果を上げていくため

には、本日のように事業の効果等を検証することが重要だと考え

ております。 

  来年度もこのような形で、総合戦略に位置付けた事業の前年度

実績を検証していただく予定でございますので、引き続きよろし

くお願いいたしたいと思います。 

  それでは、以上をもちまして、平成29年度清須市まち・ひと・

しごと創生総合戦略推進会議を終了させていただきたいと思いま

す。 

  皆様、長時間に渡りまして貴重なご意見頂戴しましてありがと

うございました。大変お疲れ様でございました。 

  ありがとうございました。 

 


